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担当部署  地下基礎技術部

担当者  山内　真也

NETIS登録番号  KT-200148-A 電話番号  03-3221-2293

会社名等  鉄建建設株式会社 MAIL w-eigyo@tekken.co.jp

技術の概要

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2021年度現在）

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

 超低空頭場所打ち杭工法技術名称

　駅改良等プロジェクトでは、駅構内への進入路確保、狭隘な施工空間、さらには線路閉鎖間合
での作業等、施工面での制約条件が多く、工期や工事費増大の一因となっていました。
　さらにこのような工事において基礎杭を施工する場合には、ホーム上に仮囲いを設置することが
多く、駅利用者の流動を阻害する要因になっていました。また、駅利用者が多い場合やホーム幅
が狭い等の理由で仮囲いが設置できない場合は、夜間のみの施工、極小空間での人力施工（深
礎工法）など、効率の悪い施工を行わざるを得ませんでした。
　そして近年では、道路橋の長寿命化対策や耐震補強などにより場所打ち杭を施工する場合、狭
隘な施工環境においては既往の工法では機械が大きく、杭工事のための仮設工事にかかる工
期・コストが大きくなる傾向にありました。
　また、占有面積が大きいことから、道路規制範囲が広くなり歩行者および車両の通行も阻害す
る場合もありました。
　そのため、狭隘・低空頭下でも機械施工が可能な超低空頭場所打ち杭工法を開発しました。

　超低空頭場所打ち工法（機械名：コンパクトリバースJET-18、以下C-JET18）は、従来機に採用
されていたトップドライブ方式からターンテーブル方式による駆動へ変更し、特殊なケリーロッドの
採用により機械高さを従来機の4割程度に縮小しました。さらに駆動モーターを2台設置することに
より、超低空頭下においてもフィードストロークを1.1ｍ確保し、掘削トルクを従来機の約1.7倍に
アップし、従来機ではφ2.5ｍであった最大掘削径をφ3.0mまでの掘削を可能としました。
　また、ベースフレームにスライドジャッキとレベリングジャッキを装備しており、尺取虫方式での自
走も可能です。

　掘削機を小型化したことにより、これまで深礎工法以外に施工ができなかった狭隘な作業空間
での場所打ち杭が施工可能となります。また、道路高架の拡幅・耐震補強工事や駅改良工事な
どにおいて、桁下やホーム下での施工が可能となり、既往のインフラ機能を維持しながら杭の施
工が可能となります。
　C-JET18には掘削管理システムを装備しており、掘削中の掘削深度、貫入力、掘削速度、ビット
の回転速度および回転トルクなどの施工データをリアルタイムに表示されます。施工データを常
時測定、数値化することにより定量的なオペレートができ、より高い品質の確保が可能となりま
す。

・空頭高さ2.0ｍ、幅4.0ｍ程度の空間で施工可能
・孔径φ0.8ｍ～φ3.0ｍ、深度50ｍまでの杭掘削が可能

JR東日本：21件　 　東京都：2件
JR西日本：2件　　　四国電力：1件
東急電鉄：1件　　　NEXCO東日本：1件
東京メトロ：1件　　その他民間：2件
京王電鉄：3件
西部鉄道：1件

工法紹介動画はこちら ⇒
（鉄建建設HPより）
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６．写真・図・表

1800

2052

2950

機械名称　 コンパクトリバース　JET１８タイプ（C-JET１８）
形式　　 ターンテーブル式リバースサキュレーションドリル
穿孔能力　　　　　　　　　 深度５０m、杭径φ８００　～　３０００mm
原動機 油圧ユニット用、３７KW、４P
スピンドル回転数 LOW　７．５ｒｐｍ、ＨＩＧＨ　１５ｒｐｍ
スピンドルトルク ＬＯＷ　３５．３ｋN・m、ＨＩＧＨ　１７．７ｋN・m

スピンドル内径　　 ２００mm（８B）
フィードストローク １１００mm
フィードロード MAX　１１７．７ｋN（上昇、下降）
適用ロッド φ２００mm（８B）×L １０００mm（１２５ｋｇ/m）
質量（掘削機本体） 約４４００ｋｇ
　　　（油圧ユニット） 約１３００ｋｇ（作動油２３０L含む）

写真２：軌道横・ホーム下での施工状況

空頭
h=2.5m

軌道

写真１：国道近接での施工状況

国道
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技術概要 

技術名称 耐震性、耐風圧性能を向上

させた瓦工法 

担当部署 代表取締役         

担当者 井桁滋雄 

NETIS 登録番号 KT-220046-A 電話番号 048-522-1475 

社名 井桁スレート株式会社 e-mail s-igeta@proof.ocn.ne.jp 

技術の概要 

1．技術開発の背景及び契機 

 瓦屋根は日本建築のデザインにおいて重要な構成要素であ

り、伝統的な日本の景観を守るために、今後も使い続けなけれ

ばならないが、以下の問題があった。 

 （１）瓦が重いため、建物の耐震性が低下する。 

 （２）台風や突風で瓦が飛びやすい。 

 （３）瓦が割れやすく、地震や災害時に大量の廃棄物が発生する。 

 （４）従来工法では瓦下の通気・排水が悪く、屋根の下地・瓦桟が腐食しやすく、野地板・瓦桟が常に湿潤環

境、経年と共にビス・釘等の引抜力値が大きく低下。建物が長持ちしない。 

2．技術の内容 

 （１）瓦の軽量化： 繊維補強セメント瓦とし、瓦を軽量化した。 

 （２）耐風圧性能向上： 瓦一枚の上部 2 カ所と下部 1 カ所、合計 3 カ所を緊結することにより、耐風圧性能

を向上させた。 

 （３）耐割れ性の向上： 繊維を混入することにより、瓦を割れにくくした。 

 （４）屋根下地の耐腐食性向上： ヨコ桟木の下にタテ桟木を追加し、瓦下の通気・排水能力を大きく確保し、

瓦下が乾燥に近い状態にする。 

3．技術の効果 

 （１）瓦の軽量化： 従来の瓦に比べて約 30％軽量化でき、建物の揺れが小さくなり、耐震性が向上する。 

 （２）耐風圧性能： 沖縄の基準風速 46m／秒にも耐えることを確認した。 

 （３）耐割れ性： 瓦が割れにくくなった。 

 （４）屋根下地の耐腐食性： 瓦下の通気・排水が良くなり、屋根下地が長期に腐食しなくなる。野地板・瓦桟

が常に乾燥状態に近いので、ビス・釘の引抜力低下防止。（通気下地構法） 

4．技術の適用範囲 

 （１）5 階建てまでの中層建築の屋根 

 （２）特に効果の高い適用範囲 

    ①災害時の避難場所となる公共建築 

    ②不特定多数の人の出入りする特定建築物 

    ③災害弱者用施設 

5．活用実績 

 （１）千葉ニュータウン小倉台マンション屋根葺き替え工事（竣工：2017 年 3 月 16 日） 

 （２）神戸市広陵町自治会集会所（旧大阪万博カンボジア館）改修工事 

（竣工：2017 年 10 月 27 日） 

 （３）旧国立駅舎再築工事 （竣工：2020 年 2 月 28 日） 
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6．写真・図・表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 改善方法 効果 

耐震性 繊維補強セメント瓦とすることで瓦を軽量

化した。 

従来の粘土瓦に比べて屋根の重量が 30％以上軽

くなり、建物の揺れが小さくなって、耐震性が向上す

る。 

耐風圧性能 全ての瓦を 1 枚当たり 3 カ所（上部 2 カ

所、下部 1 カ所）緊結し、緊結材を釘から

ビスに変更した。 

沖縄の基準風速 46m/s にも耐える。 

瓦の耐割れ性 繊維を混入したセメント瓦とした。 瓦が割れにくくなった。 

屋根下地の 

耐腐食性 

図－1 に示したようにタテ桟木を追加した

通気下地構造とした。 

瓦下の通気が良くなり、屋根下地が長期に腐食しな

くなる。 

施工性 軽量化した結果、瓦 1 枚当たりの寸法を大

きくして、止水ラインの長さを短くし、単位

面積当たりの瓦枚数を減らした。また、釘

を自動打ちできるビスに変更した。 

作業効率が上がり、施工性が向上した。 

 

 

写真－1 千葉ニュータウン 
     小倉台マンション 

写真－2 神戸市広陵町自治会集会所 
    （旧大阪万博カンボジア館） 

写真－3 旧国立駅舎 図－1 従来技術と新技術 

表－1 効果表 

タテ
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技 術 概 要 
 

技術名称 難着雪表示板 
担当部署 照明ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ技術部ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｸﾞﾙｰﾌﾟ 

担当者 日野 文秀 

NETIS登録番号 KT-200064-A 電話番号 045-826-6774 

会社名等 コイト電工株式会社 MAIL Fumihide_hino@koito-ind.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

 

   従来、表示板表示面への着雪防止のため融雪ヒータを使用していましたが、開発品は 

融雪ヒータ不要なカーボンニュートラルに寄与する省エネ表示板となります。開発した 

技術の特徴としては、表示面への着雪を防止する「難着雪機能」と悪天候（濃霧・豪雨 

など）の視界不良時でも快適な視認性を提供する「視認性改善機能」があります。 

 

２．技術の内容 

 開発した技術は、以下の3点となります。 

 ・難着雪機能 

 ・表示板の表示面を30°前傾させた着雪しない構造 

 ・表示面に着雪しにくい素材としてポリカーボネートを採用 

 ・視認性改善機能 

  ・30°前傾により、表示板の直前（8m手前）まで視認可能 

   ※30°前傾でも標準品と同等の視認性を実現 

 

３．技術の効果 

 ・難着雪機能の効果 

  融雪ヒータが不要となり、電気代及び、CO2排出量を大幅に削減。 

  ※警報表示板タイプ  標準品：69,000円/年  開発品：13,000円/年 

             CO2排出量 1,227kg/年 削減（杉の木 約80本相当） 

 ・視認性改善機能の効果 

  標準品では、濃霧や豪雨で視界が悪い場合、表示板を視認できず重要情報を見逃して 

しまうことがありましたが、開発品は、表示板の下を通過する 8m手前まで視認が可能

となり、ドライバーの安全性が向上します。 

 

  また急な登り坂道の場合、標準品では垂直方向の半値角が±10°であるため視認距離 

が短くなります。開発品は30°前傾と広角LED採用により視認可能範囲が延びるため、

ドライバーの安全性が向上します。 

 

 

４．技術の適用範囲 

・積雪地域 

・昨今のゲリラ豪雨や濃霧など視界不良の多い地域 

・設置場所が急な登り坂で、広い視認角が必要な場所 

 

 

５．活用実績（2022年10月1日現在） 

東日本 49面 

西日本  10面 

合計 59面 
※国土交通省殿納入実績 

・東北地方整備局 17面 

・北陸地方整備局  2面 
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６．難着雪／視認性改善表示板の写真 

 

（１）設置状況の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （ａ）正面視                  （ｂ）側面視 

 

 

（２）商品ラインナップ 

 

        
  

   （ａ）警報表示板タイプ             （ｂ）ＨＬＭ７形タイプ 

 

 

 

 

    
 

 

 

 

製品特長動画のQRコード 

※スマホ・タブレットでスキャンしてください。 
 
表示板の直前まで、視認可能なことが判る動画となっています。 
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担当部署 九州支店営業課

担当者 田島　孝史

NETIS登録番号 KT-190109-A 電話番号 092‐441‐0014

会社名等 ジオスター株式会社 MAIL tajima.yg2.takashi@jp.geostr.com

技術の概要

　　農林水産省によると標準耐用年数を迎える水利施設数は全国で約60施設ほどと高水準

　で推移しており、農水路の老朽化が進んでおります。　本製品は拡大する更新需要を捕捉

　するもので、約２年で開発を完了させております。　また、従来のコンクリート矢板では打込

　めない硬質地盤にも対応できるなど高い施工性と経済性を実現させております。

・Ｈ形鋼の親杭とコンクリート縦矢板の複合構造により土留壁を構築する工法です。

・土圧はコンクリート縦矢板を介してＨ形鋼親杭に伝達されます。

・コンクリート縦矢板を地盤に貫入させることで、ボイリング・ヒービングを防止します。

・コンクリート縦矢板は親杭（H型鋼）を被覆し、耐久性、景観性を向上します。

・曲げ荷重を親杭が受け持つため、縦矢板の根入れを短縮でき、経済性が向上します。

・縦矢板は親杭間で支えられた梁構造となるため、薄肉化出来ます。

 尚、HRC矢板は製品幅1.5mに拡大しており施工性が向上しております（従来矢板は1.0m）。

・壁高が4.0m以下の垂直壁構造の【水路】【河川】【擁壁全般】

 ・親杭長16.0m以下となる土質条件

・N値30以下の地盤（バイブロ工法の場合）

※特に壁高2.0m以下の場合、構成部材が小規模となるため高い経済効果が得られます。

・地方自治体　1件（新潟県）

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2022年10月31日現在）

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

ＨＲＣ矢板技術名称
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【施工手順】

・STEP１　導杭打設　 ・STEP２　導枠設置

・STEP３　親杭打設（バイブロ）　 ・STEP４　縦矢板打設（バイブロ＋ジェット）　

・STEP５　導枠撤去 ・STEP６　導杭撤去

６．写真・図・表
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